
菅
原
道
真
の
詩
に
投
影
さ
れ
て
い
る
白
居
易

・
元
?
の
唱
和
詩
に
つ
い
て

（そ
の
二
）

『
菅

家
文
草
』

巻

三
所

載

「
正
月
十

六

日
、
憶

宮
妓

腸
歌
」
、

「
聞
群

臣
侍

内
宴

賦

花
鳥
共
逢
春

、

聯
製

一
篇
、

寄
上
前

濃
州

田
別
駕
」

二
詩

の
解

釈
を

め

ぐ

っ
て

焼

山

廣

志

筆
者
は
前
稿

（注

一
）
で

「
菅
原
道
真
の
詩
に
投
影
さ
れ
て
い
る
白
居

易

・
元
?

の
詩

に
つ
い
て

（
そ
の

一
）
」
と
し
て
菅
原
道
真
の

『
菅
家
文

草
』

（
巻
三
所
載
の

「
晩
春
遊
松
山
館
」
を
取
り
挙
げ
若
干
の
私
見
を
述

べ
た
。

そ
こ
で
は
こ
の
作
品
を
元
?

・
白
居
易
の
唱
和
詩
を
通
し
て
両
者

か
ら

の
同
時
投
影
が
窺
え
る
も
の
の

一
例
と
し
て
取
ら
え
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
と
結
論
付
け
た
。
今
回
は
そ
の
点
を
、
対
象
と
す
る
作

品
を
広
げ
て
更
に
考
察
を
深
め
た
い
。

今
回
取
り
挙
げ
る
作
品
は
前
稿
の
作
品
と
同
時
代

の

『
菅
家
文
草
』
巻

三
所
載

「
正
月
十
六
日
憶
宮
妓
腸
歌
」
と

「
聞
群
臣
侍
内
宴
賦
花
鳥
共
逢

春
、
聯
製

一
篇
寄
上
前
濃
州
田
別
駕
」

の
二
詩
で
あ
る
。
殊
に
後
者

の
詩

は
詩
題
か
ら
も
窺

え
る
通
り
義
父
で
あ
る
嶋
田
忠
臣
と
の
唱
和
詩
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
道
真
の
詩
、
忠
臣
の
詩
両
者

の
詩
も
同
時
に
考
察
を
し
な
が

ら
白
居
易

・
元
?

か
ら
の
詩

の
投
影
関
係
を
探

っ
て
み
た
い
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
詩
の
製
作
さ
れ
た
年
時
は
前
者

の

「
正
月
十

六
日
憶
宮
妓
腸

歌

」

が

『
日
本

紀

略
』

に

「
寛

平

元
年

正
月

十

六

日
戊

申

。

於

二
東

京

一有

二
踏
歌

一
。
申

剋

天
皇
御

二
南

殿

一
」

と
あ

る
事

項
を

指
す

も

の
と
考

え

ら
れ

る
。
故

に

（
但
し

、
寛

平
改

元

は
四
月

二
十

七

日
な

の

で
、

こ

の
時

は
仁
和

五
年

が

正
し

い
と
思

わ
れ

る

）
、
仁

和

五
年

（
八
八
九
年

）

道
真

四
十

五
歳

の
時
、
讃

岐

守
と

し

て
三
年

目

の
新
春

を
讃
岐

の
地

で
迎

え
た

時

の
心
境
を

詠

ん
だ
も

の

で
あ
る
。

一
方
後

者

の

「
聞
群

臣

侍
内

宴

賦
花

鳥

共
逢

春
、

柳
製

一
篇
寄

上
前

濃

州

田
別
駕

」
は

同
じ

く

『
日
本

紀
略

』

に

「
寛

平

元
年

正

月
廿

一
日
。
内

宴

。
題

云
。

花

鳥

共
逢

レ
春

。
序

者

少

内

記
藤

原
春

海
」

と
あ

る
事

を
讃
岐

の
地

で
伝

え
聞

い

て
詠

ん

だ
も

の
と

思
わ

れ
、
菅

原
道
真

と
嶋

田
忠

臣

は

こ

の
詩

を

め
ぐ

っ
て

二
度

に
わ

た

っ

て
唱
和

詩

の
や

り
と
り

を
し

て
お

り
後

の
唱

和
詩

の
詩
題

に

「
菅

讃
州

重

答

拙
詩

、
頻

叙
花
鳥

逢
春

之
意

。

四
月
晦

先

使
去
。

五
月
望

、
後

使
来

、

不
遠

千
里
交

馳

尺
題
更

亦
抽
懐

、
押

韻
報

上

」
と

あ

る

こ
と

か

ら
新
間

一

美

氏

が
論

じ
ら
れ

て
い
る
よ

う

に

（
注

二
）

忠
臣

の
前

の
詩

は

「
初

め

の

使

い
が
讃
岐

に
去

っ
た

夏

四
月

末

日

の
少

し

前
」

で
あ

る

こ
と

が
判

明
す

る
。

と
す
れ
ば
道
真

の
本
稿

で
取

り
挙
げ

る
詩

は
そ
れ
以
前

に
忠
臣

に
送

っ

-76-



た
詩
な
の
で
仁
和
五
年

一
月

二
十

一
日
以
降

四
月
以
前
と
い
う
事
に
な
る
。

つ
ま
り
今
回
取
り
挙
げ
る

二
詩
は
作
品
の
製
作
時
期

に
余
り
間
隔

の
な

い
、

ほ
ぼ
同
時
期
に
詠
ま
れ
た
作
品
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に

道
真

の
詠
作
姿
勢

に
あ
る
類
似
し
た
傾
向
を
指
摘
す
る
事
が
出
来

る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
次
章
で
こ
の
二
作
品
を
詳
細
に
考
察
し
て
み
た
い
。

二

ま

ず

「
正
月

十

六
日
億

宮
妓

腸
歌

」
を

取

り
挙
げ

る
。

捌
正
月
十
六
日
、
憶
宮
妓
腸
歌

星
居
在
北
潤
天
潟遣意宮人整玉管

あ
め

は
て

ひ
ろ

星
居
北
に

在
り

天
な
る

潟
ぞ
潤
き

や

か
む
さ
し

意
遣
る

宮
人
の
玉
の
管
を
整
へ

ら
む
こ
と
を

此
夜慮

同
新
月
色

此
の
夜

新
月
の

色

同
じ
か
る
ぺ

し

他
郷
不
似
茜
年
心舞非春夢難行見

他
郷
に
し
て

薔
年
の
心
に
似
ず

か
た

舞
ひ
は
春
の
夢
に

あ
ら
ず

行
き
て
見
る
こ
と
難
し

歌
是
昔
聞
便
臥
吟毎属佳辰公宴日空空漁損客衣襟

歌
は
こ

れ
昔
聞
く
と
こ
ろ

便
ち
臥
し
な
が
ら
吟
ず

か

し
ん

あ
た

佳
辰
公
宴
の
日
に

屑
る
ご
と
に

う
る

そ

空
空
漏
ひ
損
す

客
衣
の
襟

*
作
品
番
号

・
本
文

・
訓
み
と
も
川

口
久
雄
氏
校
注
の
岩
波
古
典
文
学
大

系
本

に
従
う
。

こ
の
詩

の
詠
作
背
景
に
つ
い
て
は
川

口
久
雄
氏
の
詳
細
な
論
述
が
あ
る
。

（注

三
）
。
詠

作
年

時
は

一
章

で
述

べ
た

よ
う

に
仁

和

五
年

（
八
八
九

）
、

道

真

四
十

五
歳

、
讃

岐
守

と

し

て
着

任

し

て
三
年

目
を
迎

え

た
時
期

で
あ

る
。

「
踏

歌
」

そ

の
も

の

の
考
察

も

先

の
川

口
久
雄

氏

の
論

に
詳

し

い
。

こ
こ

で
は
詩

の
鑑
賞

上

で
の

一
般
的

な
説

明
と
し

て

『
日
本

国
語

大
辞
典
』

の
記
事
を

引

用
し

て
み

る
。

「
踏

歌
」

と
は

「
踏
歌

の
節

会
」

の
事

を
意

く

じ

味
し

「
平
安
時
代
、
正
月
に
宮
廷
で
踏
歌
を
奏
す
る
公
事
。
初
め
十
六
日

ぶ

ら
く

に
豊

楽
殿

で
行

な

わ
れ

た
。

の
ち
紫
震

殿

に
お

い
て

一
四
日
ま

た

は

一
五

日
に
男
踏

歌
を

、

一
六
日

に
女
踏

歌

を
行

な

っ
た
。

男
踏

歌

は
、
天

皇

が

く

ず

に
え

出
御

し

て
王
卿

に
酒

を
賜

い
、
次

い
で
国
栖

が
歌
笛

を
奏

し
、
蟄

を
献
じ
、

大
歌

所

の
奏
歌

の
の
ち
舞

人
が
踏

歌

を
行

な
う
。

そ
の
間

も
宴

が
続

き
、

終
わ

っ
て
王
卿

以
下

に
禄
を

賜
わ

る
。

女
踏
歌

も

ほ
ぼ

こ
れ

に
準

ず
る
。
」

と

あ
る
。

川

口
久
雄

氏

の
考

証

に
よ

る
と

（
注

四
）

「
道

真

は
仁
和

二
年

（
八

八
六
）
正

月
十

六

日
紫

震
殿

に
て
行

な
わ

れ
た
踏

歌

の
節

に
参

列

し

て
以
来

こ
れ

に
あ
ず

か
ら

な

い
」

と

あ
る
。

つ
ま
り
讃

岐

国
守
時

代

三
年

目

の
道
真

に
と

っ
て
京

よ
り
は

る
か

に
離

れ
た

異
郷

の
讃

岐

の
地

で
、

こ

の
踏

歌

の
節

会

が
取

り
行

な
わ

れ
た

こ
と

を
伝

え
聞

き
過

去
を

回
想

し

て

い
る
詩

内
容

な

の

で
あ

る
。

次

に

こ
の
詩

の
通
釈

を

以
下

に
試

み
る
。

「
北

の
夜

空

に
は

星
が
輝

い

て
お

り

（北

極

星
が
輝

き

）
天
を

仰
ぎ

み

れ
ば

果

て
し
な

く
広

い
。

正
月

十

六
日
、

こ

の
日
を

思

い
や
る

と
今

日
は
宮

女

た
ち

が
舞

の
為

に
玉
讐

を

整

え

る

の
に
余
念

の
な

い
こ
と

で
あ

ろ
う
。

今

日

の
出
た

ば

か
り

の

（
十

六

日
の
）
月

は
踏

歌

の
行

な
わ
れ

て
い
る
京

都

で
も
客

居

し

て

い
る

此

の

地

で
も

同

じ
よ

う

に
照
り
輝

い
て

い
る
は
ず

だ

が
、
私

の
讃

岐

で
の
今

の



心
持

ち
は
、

京

に
居

て
宮

妓

の
舞

を

目

の
あ

た
り

に
し

て

い
た
時

と

は
全

く

異

質
な

も

の
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

宮
妓

の
舞

は
は

か
な

い
春

の
夢

の

出

来
事

で
は
な
く

現
実

に
今

日
、

京

の
宮
中

で
行
な

わ

れ

て

い
る
は
ず

だ

が

私

の
今

の
状
況

で
は
見

る
事

も
か

な
わ

な

い
。

踏

歌

で
歌

わ
れ

る
歌

詞

は
私

の
今
迄

慣
れ

親

し

ん

で
き

た
も

の
だ

が
、

今

日

の
私

は
客

居

の
讃

岐

の
地

で
臥

し
た
ま

ま

で

口
ず
さ

ん

で
い
る

の

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

に
佳
節

公

宴

の
日

に
な

る
毎

に
、

私
は

一
人
、

我

が
身

の
不
運

を
嘆

き
、

む
な

し

い
涙

を
流

し

て
客

衣

の
襟

を
し

め
ら

せ

て
し
ま

う

の

で
あ
る
」

と

な

る
の

で
は

な

い
か
と
考

え

る
。

更

に
表
現
内

容

・
語

句

の
分
析

に
移

っ
て

み
る
。

一
句

目

の

「
星
居

在

北

潤

天
溝

」

の
表

現

に
は

川

口
久

雄

氏

に
も
指

摘

が

あ

る
が

（
注

五

）

『
論

語
』

「
為

政
」

の
次

の

一
文

が
踏

ま

え
ら

れ

て

い
る
。

「
子

日
、
為

レ
政

以
レ
徳

、
讐

如

下
北

辰

居

二
其

所

一
而
衆

星
共

上
レ
之
」

、

こ

の
文

中

の

「
北
辰
居

其
所

而
衆

星

共
之

」

は

「
政

治
を

な
す

に
徳
を

以

て
す

れ
ば

天

下

が
之

を
中

心
と

し

て
帰
す

る
喩
。

北

辰

即
ち
北

極

星

は

一
定

の
場
所

に

動

か
な

い

で
い

て
も
衆

星
が

こ
れ

を
中

心

と
し

て
回
転

す

る

こ
と

か
ら

い

う
」

（
『
大
漢

和
辞

典
』

よ
り

）
と
し

て
引

用

さ
れ

る
常

套

句

で
あ
る
。

一
方

、

五
句

目

の

「
春

夢

」

は

「
物

事

の

は
か

な

い
こ

と

の
喩

」

と
し

て

 

も
と
ム
ル

『
白

氏
文

集
』

の
中

で
も

「
來

如

二
春

夢

一
幾
多

時
。

去

似

二
朝
雲

一
無

二
覚

慮

一」

（
「
働
花

非
花

」

）

や

「
縛
似

三
秋

蓬

無

二
定

虜

一、

長

―一於
劃

劉
コ

幾
多

時
」

（
「
鵬
瀟
相

公

宅
遇

二
自
遠

輝

師

一有

レ
感

而

贈
」

）

等
散

見

し

ー

て
い
る
。

次

に

三
句

目

と

四

句

目

の
対

句

表
現

に
注

目

し

て

み

る
。

三
句

目

の

「
此
夜
慮

同
新

月
色

」

の
表
現

か
ら

想
起

さ

れ
る
詩

は
、

白

居
易

の
次

の

「
八
月
十

五
日
夜

、
禁

中
濁

直
封

レ
月

憶

二
元
九

こ

で
あ

る
。

こ
の
詩

を

以
下

挙
げ

て
み
る
。

 
72
八
月

十

五
日
夜

、
禁
中

濁
直

、
封

レ
月
憶

三
兀
九

一

〇

◎

銀
毫
金
闘
夕
沈
沈

銀
壷
金
闘

夕
に
沈
沈

◎

濁
宿
相
思
在
翰
林

か
ん

り
ん

濁
宿

相
思
う
て

翰
林
に
在
り

三
五

夜中

新
月
色

三
五
夜
中

新
月
の
色

◎

二

千
里
外
故
人
心

二

千
里
外

故
人
の
心

◎

渚
宮
東
面
煙
波
冷

し
ゃ

きう

ひ
や
や

渚
宮
の

東
面

煙
波

冷
か
に

◎

浴
殿
西
頭
鐘
漏
深

し
k

う

ろ

う

浴
殿
の
西
頭

鐘
漏
深
し

猶
恐
清
光
不
同
見

猶
ほ
恐
る

清
光
同
じ
く
見
ざ
る
を

◎

江
陵
卑
濾
足
秋
陰

ひ

し
つ

江
陵
は
卑
漏
に
し
て

秋
陰
足
る

*
作

ロ叩
番
号

.
本

文

.
及

び
訓
読

文

は
岡
村

繁
著

の

「
新
釈

漢
文

大
系

白
氏

文
集

三
』

に
拠

る
。

こ
の
詩

の
詠
作

背
景

と
し

て
岡

村
繁

氏
は

「
八
月
十

五

日

の
夜

、
白

居

易

が
宮

中

に

一
人

で
宿
直

し
、

中
秋

の
名
月

を
見

て
、

元
?

を
憶

っ
て
詠

ん
だ
詩

で
あ

る
。

時

に
元
和

五
年

（
八

一
〇

）
、

三
十

九
歳

の
白

居
易

は

翰

林
学

士

と
し

て
長
安

に
お

り
、
親

友

の
元
積

は
左
遷

さ
れ

て
湖

北

の
江

陵

に
い
た
」

と
説

明
さ
れ

て

い
る
。

（注

六
）
同

じ
く

通
釈
も

引
用
す

る
。

「
こ
こ
翰
林

院

や
隣

の
金

攣
殿

が

深

い
夜

色

に
吸

い
込

ま
れ

て
ゆ

く
頃

、



私

は
翰

林
院

に

一
人
宿

直

し

て
君

に
思

い
を
馳

せ

て

い
る
。

八
月
十

五
日

中

秋
名

月

の
夜
、

出

た
ば

か
り

の
満

月

の
姿

を
眺

め

る

に

つ
け

て
も
、

二

千

里

の
遠
方

に
い
る

君

の
心
情

が
偲
ば

れ

る
。

そ
ち

ら

の
江
陵

の
役

所

の

東

の
方

で
は
、
も

や

や
波
が

月
光

を
受

け

て
冷

た
く
光

っ
て
い
る

で
あ

ろ

う
。

こ
ち
ら

の
宮

中

の
浴
殿

の
西
側

で
は
、

時
刻

を
告

げ

る
鐘

や
水

時
計

の
音

が
夜

の
底

に
深

々
と
刻

ま
れ

て

い
く
。

今
夜

君

も
き

っ
と

こ

の
名
月

を

見

て

い
る

で
あ

ろ

う
が
、

せ
れ

で
も

私

は
な

お
心
配

す

る
。

こ

の
清

ら

か

な
月
光

が
、

そ
ち
ら

で
は
私

と
同
じ

よ
う

に
は
見

え
ぬ

の
で
は
な

い
か
。

な
ぜ

な

ら
、

君

の

い
る
江
陵

は
低

湿
地

で
、

い
や
に
な

る

ほ
ど
秋

の
空

も

曇

り
が

ち
だ

と

い
う

か
ら
」

（
注

七

）

こ

の
白

詩

の
中

の

三
句

目
、

四
句

目
の
表
現

「
三

五
夜

中

新
月

色
/

二

千

里
外

故

人

心
」

が
名
句

と

し

て
日
本

人

の
愛

唱
す

る

も

の
と
な

っ
た
事

は
既

に
岡
村
繁

氏

の
御
指

摘

の
如

く

（注

八
）

『
千

載
佳

句
』

や

『
和

漢

朗
詠
集

』

に
留

ま

ら
ず
和

文

に
も
多

く
採

ら
れ

て
い
る
所

で
あ
る
。

こ

こ

で
道
真

の
先

の
詩

に
目
を

移
す

と

三
句

目

の

「
此
夜

慮
同

新

月
色
」

の
表

現

に

こ
の
白
詩

の
三
句

目

「
三

五
夜

中
新

月
色

」

の
投
影

を
、

又
四
句

目

の

「
他

郷

不
似

曹
年

心
」

に
白
詩

四
句

目

の

「
二
千

里
外

故
人

心
」

の
投

影

を
指

摘

す

る

の
は
容

易

で
あ

る
。

こ
こ

で
肝

要
な

の
は

こ
の
白
詩

の
表

現

を
道
真

が

ど

の
よ

う
な
姿
勢

で
摂
取

し

て
い
る

の
か
と

い
う
点

で
あ

る
。

確

か

に

こ
の
白
詩

の
詩

内

容
を

吟
味

し

て
も
道

真

の
句

の

こ
れ

以
上

明

ら

か

に
投
影

関
係

を
指
摘

で
き

る
箇
所

は
な

い
と
す
れ
ば

、

こ
れ
は

一
種

の
、

漢
籍

の
秀

句
を
摂

取

し
た

「
断
章

主

義
」
的

な

句
作

り
と
看

倣

せ

そ
う

で

あ

る
。

と

こ
ろ
が

こ
の
白
詩

が
元
?

と

の
唱
和

詩

で
あ

る
と

い
う
事

に
注

目
す

る
と
、

又
別

な
視
点

で
投
影
関

係

を
論

じ
る

こ
と

が
可
能

に
な

る
よ

う
に

思
う
。

こ
こ

で
、

こ
の
白

詩

と

の
唱
和
詩

で
あ
る

元
?

の
詩

を
以

下

に
取
り
挙

げ

て
み
た

い
。
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見
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0

◎

一

年
秋
半
月
偏
深

一

年

秋
半
ば
に

し
て

月
偏
へ

に

深
し

◎

況
就
煙
雷
極
賞
心

え
ん

し
ょ

う

況
ん
や

煙
雷
に
就
き
て

賞
心
を
極
め
ん
を
や

金
鳳
壼前

波
漂
潔

きん

ぽ
う
だ
い

よ
う

よ
う

金
鳳
壷
の
前

波

濠濠

た
り

◎

玉
鈎
簾
下
影
況
況

ぎ
ょ

く
こ
う
れ

ん

玉
鈎
簾
の
下

影

況況

た
り

宴
移
明
庭
清
蘭
路

宴

明
庭
に
映
し
て

蘭
路
を
清
め
た
り

◎

歌
待
新
詞
促
翰
林

せ

ま

歌

新
詞
を
待
ち
て

翰
林
を
促
る

何
意
枚
泉
正
承
詔

ぱ

い
こ
う

何
の
意
に
か
枚
泉

正
に
詔
を
承
ら
ん

◎

瞥
然
塵
念
到
江
陰

瞥
然
と
し
て
塵
念

江
陰
に

到
る

*
本
文
は
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書

『
元
?
集
』
上
冊

に
拠
り
訓
は
筆
者

が
試
読
し
た
。

こ
の
詩
は

花
房

英
樹

氏

の
考

証

に

よ
る

と

「
元
和

五
年

（
八

一
〇

）
江

陵

に
疑

せ
ら

る
、

士
曹

参
軍
。

三
十

二
歳

」

と
あ

る
。

（
注

九

）

こ
の
詩

は
先
述

の
白

詩

に
唱
和
し

た
も

の

で
脚
韻

も
白
詩

の

「
沈

・
林

・
心

・
深
・

陰
」

と

同
語

を
自
作

に
使

っ
て
い
る
。
詩

句
内

容

を
更

に
分

析

し

て
み
る



と

一
、

二
句
目

の

「
一
年

秋
半

月
偏

深
/

況
就

煙
雷

極
賞

心
」

は

先

の
白

詩

の
七
、

八
句

目

「
猶

恐
清

光

不
同

見
/

江
陵

卑
濾

足
秋

陰
」

を

承
け

た

内

容

に
な

っ
て
い
る
。

三
句

目
の

「
金

鳳
憂

前

波
濠
濃

」

は
白

詩

の

五
句

目

で

「
渚
宮

東
面

煙
波

冷
」

と

元
?

の
居

る
江
陵

の
風
景

を
想

像

し

て
詠

じ

て

い
る

の
を

承
け

て
元
?

も
江

陵

の
情
景

を

詠

っ
て
い
る
も

の
と
思

わ

れ

る
。

一
方

、

四
句

目

の

「
玉
鈎

簾
下

影
況

況
」

は
白
詩

の
六
句

目

「
浴

殿

西

頭
鐘
漏

深
」

と
長

安

の
情
景

を
詠

じ

て

い
る

の
を
承

け

て
同

じ
よ

う

に
詠

じ

て
い
る
表
現

と

取

ら
え

て
み

る
。

次

に
五
句

目

の

「
宴

移

明
慮
清

蘭
路

」

の

「
清

蘭
路

」

の
表
現

に
は

『
文

選
』

の
謝
希

逸

の

「
月

賦

一
首
」

に
あ

る

「
酒
清

二
蘭

路

一
、

粛

二
桂

苑

一
」

等

の
表

現

が

踏

ま

え
ら

れ

て
い

る
箇

所

で
は

な

い
か
と

考

え
ら
れ

る
。

又
、

七
、

八
句

目

の

「
何
意

枚
泉

正

承
詔
/

瞥
然
塵

念

到

江
陰
」

の
表

現

に
は

『
漢

書
』

の

「
枚

皐
傳
」

に

あ

る

「
皐

亡

至

二
長

安

一
曾

レ
赦

上

二
書
北

闘

一
自
陳

二
枚

乗
之

子

一
、

上
得

レ

之
大

喜

召
入
見
、

待

詔
、
泉

因

二
殿
中

一
、
詔

使

レ
賦

二
平

楽
館

一
、
善

レ
之
、

拝
爲

・
郎

」

の

一
文
、

つ
ま

り
漢

の
枚

泉

が
長

安

に
至
り

、

北
闘

に
上
書

し

て
枚
乗

の
子

と
名

乗

り
出

て
賦

頒
を
試

み
ら
れ

た

と

い
う
自
薦

運

動
を

し
た

人
間

の

エ
ピ

ソ
ー
ド

が
踏
ま

え
ら
れ

て
い
る
。

こ

の
故
事

は

『
蒙

求
』

に
も

「
板

泉
詔

闘
」

と

い
う
標
題

で
採

ら
れ

て
い
る
。

こ
の
話

を

う
け

て

元
?

は

八
句

目

で

「
瞥
然
塵

念
到

江
陰

」

と
表

現
し

た
も

の
と
思

わ
れ

る
。

こ

こ
で

こ
の
元
積

の
詩

の
通
釈
を

試

み

る
と
次

の
よ
う

に
な

る
。

=

年

の
中

で
仲
秋

の
今

日
、

月

は
と

り
わ

け
美

し

さ

に
満

ち

て

い
る
。

ま
し

て
や
、
此

の
卑

湿

の
地
、

江
陵

に
お

い

て
は
空

は
煙
を

こ
め
た

よ

う

に
か

す

み
が
ち

で
そ

の
中

で
月

の
美

し

さ
を

め

で
ょ

う
と
す

る

の
が

、

い
か

に

切
実

な
も

の
か

わ

か

っ
て
く
れ

る
だ

ろ
う

か
。

こ
の
月
夜

、
僕

の
い
る
金

鳳

台

の
前

の
水

は
波

が
漢
濠

と
漂

っ
て

い
る
。

一
方

君

の

い
る
長
安

の
翰

林

院

の
玉
簾

の
月
影

は
深

い
夜
色

に
吸

い
込
ま

れ

て

い
る

こ
と
だ

ろ
う
。

恒

例

の
事

と
し

て
長
安

で
は
仲
秋

の
名

月

を
め

で
る

の

に
宴

が

催

さ
れ
、

こ
れ

が
月

の
動

き

に
あ
わ

せ

て

（
時
間

の
経

過

と
と

も

に
）
明

る

い
所

へ

と
場
所

を
移

し

て
は
蘭

の
生

え

て

い
る
道

を
清

め

て
い

る

こ
と

だ

ろ
う
。

一
方

で
、
美

し

い

こ
の
仲
秋

の
名

月
を

め

で
る
新

し

い
詩

の
要
請

が
頻

り

に
君

ら
翰
林

学
士

に
行

な

わ
れ

て
い
る

こ
と
だ

ろ
う
。

（
そ
う

し
た
君

と

違

っ
て
長
安

の
こ

の
よ
う
な
宴

に
出
る
術

も
な

い
今

の
僕

で
あ
る
事

よ

）
。

ど

う

し

て
枚
泉

は
天
子

の
召
し
入

れ

に
あ
ず

か

る
機

会

を
得

る

こ
と
が

出

来

た

の
だ
ろ

う

か
。

ふ
と
今

の
僕

に
名

利
を
求

め

る
俗

っ
ぽ

い
気

持
ち

が

頭

を

よ
ぎ
る

の

で
あ
る
。

（
一
刻
も

早

く
長
安

に
戻

る

こ
と
が
出
来

る

に

は

ど

う
す
れ
ば

よ

い
の
か
、

ふ
と
枚

泉

の
故
事

が

脳
裏

を

よ
ぎ

る

の
で
あ

る
）
。
」

こ
こ

で
道
真

の
詩

と

の
比
較

に
移

る
。

ま
ず

気
付

く

こ
と

は

こ

の
元

積

の
詩

内
容

が
道

真

の
そ

れ
と
全

般

に
わ

た

っ
て
類
似

し

て
い
る

よ
う

に
思

え

る
点

で
あ

る
。
少

な

く
と
も

先

に
挙

げ
た
白

詩

の
内

容

よ
り
類

似
点

が

多

く
見

出
せ

る
。

そ
れ

は
白
居

易
が

翰
林

学
士

と

し

て
長
安

に
居

る

の

に

対

し
、

元
?

は
既

せ
ら

れ

て
卑

湿

の
地
江
陵

に
士
曹

参

軍
と

し

て
客

居

生

活

を
し

て
い
る
と

い
う
状

況
が

、
讃

岐
守

と

し

て
の
道
真

の
状
況

と
相

似

し

て

い
る

と

い
う
詠

作
背
景

の
類
似

に
拠

る
所
が

大
き

い
か
ら

で
あ

ろ
う
。

そ

の
中

で
も

と
り

わ
け
、

元
?

の
詩

句

が
道
真

の
詩

に
直

接

投
影

さ
れ

て

:1



い
る

も

の
は
指
摘

で
き

な

い
も

の
の
、
発

想
的

に
は
、

元
?

の
詩

五
句

目

の

「
宴

移

名
庭
清

蘭

路
」

が
道

真

の
詩

五
句

目

「
舞
非

春
夢

難
行

見
」

に

又
、

元
積

の
詩

六
句

目

「
歌
待

新

詞
促
翰

林
」

が

道
真

の
詩

六
句

目

「
歌

是
昔

聞
便

臥
吟
」

に
少

な
か

ら
ず
影

響

を
与

え

て

い
る
箇
所

で
は
な

い
か

と
看

倣

せ
る
。

別

な
言

い
方

を
す

れ
ば
道

真

は

元
?

の

こ
の
表
現

を
意

識

し

て
自
作

の
表

現

に
生

か
し

た
と
考

え

ら
れ

る

の

で
あ
る
。

故

に
、

こ
の
道
真

の
詩

を
考

察

す

る
時

に
、

語

句

の
類
似

と

し

て
白

詩

の

「
三
五
夜
中

新
月

色
/

二
千

里
外

故

人
心
」

を

挙
げ

る

の
は

明
ら

か

で

あ

る

に
し

て
も
単

に
白
詩

か

ら

の
表
面

的
な
摂

取

例

と
し

て
論

じ
る

の
は

疑
問

が
残

る
。

つ
ま
り

こ

の
白
詩

が

元
積

の
詩

と

の
唱
和
詩

で
あ

る
こ
と

を
考

慮

し

つ
つ
両
者

の
詩

内

容
を

吟
味

す

る
と
、

こ
の

二
者

の
詩

内
容

が

道
真

の
詩

の
中

に
見
事

に
融

合

し

て
摂

ら
れ

て

い
る

の

に
気

付

く

の
で
あ

る
。

そ

こ

か
ら
白
詩

の
み
な

ら
ず

元
積

の
詩

が
、

唱
和

詩

と

い
う
事

に
も

よ

る
が
、

同
時

摂
取

さ

れ

て

い
る
事

例

と

し

て
こ

の
道

真

の
詩

を
と

ら
え

て
み
た

し
だ

い
で
あ
る
。

次
章

で
更

に
、
も

う

一
作

品
取

り
挙

げ
、

そ

の

考
察

を

深
め

て
み
た

い
。

三

『
菅
家
文
草
』
巻

四
所
載

「
聞
群
臣
侍
内
宴
賦
花
鳥
共
逢
春
、

篇
寄
上
前
濃
州
田
別
駕
。
」

の
詩
を
以
下
挙
げ
る
。

柳
製

一

獅
聞
群
臣
侍
内
宴
賦
花
鳥
共
逢
春
、
柳
製

一
篇
寄
上
前
濃
州
田
別
駕
。

花
不
含
蜜
鳥
不
言

○
●
○○

●
●
◎

知
春爲

政
調
寒
温

○○

○●

○○

◎

幽
漢
轄
感
求
賢
詔

○○

●●

○○

●

古
木
方
驚
養
老
恩

●
●
○○

●●

◎

望
鶴
清
飛
千
万
里

●
●
○○

○●

●

思
梅
艶
獲
九
重
門

○
○
●●

●○

◎

裏
香
低
翅
風渉

地孚得時來入禁園

●○

○●

○○

●○●○○●●◎

[
押

蝦
の
元
韻
〕

※○

は

平
韻
を
、

●
は
灰

韻
を
、

◎
は

韻
字
を

あ
ら

わ
す
。

以

下
同

じ
。

（
訓

）

も

の
い

花
は
蜜
を
含
ま
ず

鳥
は
言
は
ず

ま

つ
り
ご
と

と
と
の

知

り
ぬ

春

の
政
を
爲

し

て

寒

温

を
調

へ
む

こ
と
を

ふ
か

た

に

う
た

い
た

か
し
こ

み
こ
と
の
り

幽
き
漢
も
轄
た
感

ぶ

賢
き
ひ
と
を
求
む
る
詔

ま

さ

め

ぐ

古
き
木
も
方

に
驚
く

老
い
を
養

ふ
恩
み

望
ま
く
は

鶴
の
晴
れ
て

千
万
里
を
飛
び
な
む

こ
と
を

え
も

い

ニ
こ
の

へ

み

か
ど

ひ
ら

思
は
く
は

梅
の
艶
は
ず

九
重

の
門
に
獲
き
な
む
こ
と
を

つ
つ

つ
ば
さ

た

ふ
う

さ

香
を
裏
み

翅
を
低
る

風
渉

の
地

い
か孚

で
か
時
來
り
て
禁
園

に
入
る
こ
と
得
む

※
本
文

・
訓
と
も
に
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
に
拠
る
。

一
章
で
既
に
触
れ
た
事
だ
が
こ
の
詩
は
義
父
の
嶋

田
忠
臣
と
の
唱
和
詩

で
あ
る
こ
と
か
ら
次
に
嶋

田
忠
臣
の
詩
を
挙
げ
て
み
る
。



鵬
奉
酬
讃
州
菅
使
君
聞
璽
臣
侍
内
宴
賦
花
鳥
共
逢
春
見
寄
什

次
韻

未堪

券破

慮
輪
言

●○

○●

●○

◎

豊
是
籠禽

詩
思
温

●
●
○○

○
●
◎

南
郭
槁
株
初
著
艶

○●

●
○
○●

●

北
山
傷
雀
擬
酬
恩

●○

○●

●○

◎

君
魂
花
獲
馳
宮
扱

○○

○●

○○

●

我
意
鴎
飛
到
海
門

●●

○
○
●●

◎

可
惜
翰
華
兼
練
鳳逢春不得共林園

●●

○
○○

●
●○○●●●○◎

[
押

罐
の
元
韻
〕

（
訓
）

ふ
ん
ぶ
く

り
ん
げ

ん

こ
た

未
だ
券
酸

の
論
言
に
応
ふ
る
に
堪

へ
ざ
れ
ど
も

あ

に
こ
れ

ろ
う
き
ん

豊
是
籠
禽
な
ら
む
や

詩
思
温
か
な
り

な

ん
か
く

か

に
ほ
ひ

あ
ら
は

南
郭

の
槁
れ
た
る
株

初
め
て
艶
を
著
す

む
く

北
山
の
傷
め
る
雀

思
に
酬
い
む
と
す

ひ
ら

き

ゅ
う
え
き

は

君
が
魂

花
と
発
き

て

宮
扱
に
馳

せ
む

こ
こ
ろ

我
が
意

鴎
と
飛
び
て

海
門
に
到
ら
む

か

ん
く
わ

さ

い
ほ
う

惜
し
む
べ
し

翰
華
と
練
鳳
と

春

に
逢
ひ
て

林
園
を
共

に
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
を

※
本
文

・
訓
と
も
に

『
田
氏
家
集
注
』
巻
之
下

（
小
島
憲
之
氏
監
修
）
に

拠

る

。

ま

ず
道
真

の
詩

か
ら
考
察

を
始

め
た

い
。

三
句

目

「
幽

漢
韓
感

求
賢
詔

」

の
表

現
中

「
幽

渓
」

の
説

明

に

つ
い

て
川

口
久

雄
氏

は

「
太

公
望

呂
尚

が

滑
水

に
か
く
れ

、

四
皓

が
商

山

に
か
く
れ

、
傅

説
が

傅
巌

に
す

み
、

巌
光

が
巌

陵
瀬

に
す

ん

で

い
た
よ

う
な
故

事
を

下

に
、
頁

嵩

の
賦

『
遺
賢

谷

に

在

り
』

と

い
う
発
想

に
拠

る
。

自
ら
讃

州

の
江

辺

に
あ

っ
て
、

天

子
求
賢

の
よ
び

こ
え
を

待
望

す

る
意
を

こ
め
る
」

（
注

一
〇

）

と
考
察

さ
れ

て
い

る
。

た
だ

こ
こ

で
の
こ

の
語

の
出
典

と
し

て
は
先
ず

『
詩
経
』

の

「
小
雅

・

伐
木

」
を

挙
げ

る

必
要
が

あ

る

の
で
は
な

い
か

と
思

う
。
該

当

部
分

を
以

下
引

用

し

て
み
る

と

「
伐

木

丁
丁

鳥

鳴
哩

哩

出
自

幽

谷

遷
干
喬

木

囁

其
鳴 

求
其
友

聲

相
彼

鳥 

猶

求
友

聲

矧
伊

人 

不
求

友
生

神

之
聴

之

終

和

且
平
」

の
箇

所

で
あ

る
。
高

田
眞

治

氏

の
解

釈

に

よ
る
と

「
山
林

で
木

を

伐
る
音

が

か
ー

ん
か

ー
ん

と
あ

ち

こ
ち

に
響

き

渡

り

、

そ

の
丁

々
の
音

に
応

ず

る
が
如

く

に
、
鳥

が
相

和

ら

い
で
鳴

い
て

い
る
。

こ
れ

ら

の
鳥

は
、

寒

い
冬

の
間

に
居
た

深

い
谷

間

か
ら
出

て
来

て
、

う
つ

す

高

い
木

に
渉

り
棲

み
春

に
会

う

て
雌
雄

相
和

ら

い

で
鳴

い
て

い
る

の
で
あ

る
。

あ

の
鳴

い
て

い
る
鳥

を
、

と

っ
く
り
見

る

と
、
鳥

で
さ
え

も
、
友

を

求

め

て
恋

し

い
鳴

き
声

を

し

て
い
る

で
は
な

い
か
。

ま

し

て

や
人
間

と
し

て
友

を
求

め
な

い
で
居

ら

れ
よ

う
か
。

神
も

こ
れ

を
聴

い
た
な

ら
ば
、

長

く
和

ら
ぎ

且

つ
平
安

で
あ

る

こ
と
を
祝
福

す

る

で
あ

ろ
う
。

神

の
祝
福

を

祈
り

求
め

る

の
で
あ

る
」

と
あ

る
。

「
詩

序
」

に
は

「
伐
木

は
朋

友
故

旧

ま

を
燕

す
る

な
り
。

天

子
よ

り
庶
人

に
至

る
ま

で
、
未

だ
友

を

須

た
ず

し

て



以

て
成

る
老

右

ら

す
、

新
を

新

し
み

て
以

て
睦

し
く
、

賢

を
表

と

し

て
案

わ
す

て
ず

、

故
旧

を
遺

れ
ざ

れ
ば

、
則

ち

民
徳
厚

き

に
蹄

す
」

と
あ

る
。

（
注

一

一
）

こ

の
道

真

の

三
句

目
の

「
幽
漢

」

に
は

こ
の

『
詩
経

』

の

一
文

「
鳥

が

雌
雄

相
求

あ

る
よ

う

に
人
間

も
友

を
求

め
な

い
わ
け

に
は
行

か
な

い
」

の

主
旨

を

「春

を

迎

え
鳥

と
同

じ

よ
う

に
、

天

子
も

賢
者

を
世

に
広

く
求

め

る
」

意

に
連

用

し
、

そ

の
意

を
含

ま

せ
て

い
る
も

の
と
考

え
た

い
。

次

に
五
句

目

の

「
望
鶴

晴

飛
千

万

里
」

に
移

る
。

こ

の
句
中

の

「
鶴

」

に

つ
い
て
川

口
久
雄

氏

は

「
捜

神
後

記

に

い
う
、

丁
令

威

が
化

し

て
鶴

と

な
り

、
千
年

後

に
自

分

の
旧

里

に
帰

っ
た
故
事

を

思

い
よ

そ
え

て
、
自

分

も
晴

れ

て
京

に
帰
還

し
、

中
央

の
要
職

に

つ
き

た

い
と

の
意

を

こ
め

る
」

（
注

一
二
）
と

説
明

さ
れ

て
い
る
。

一
方
、

こ

の

「
鶴
」

に
は

三
句

目

の

「
幽
漢

」

で
論

及

し
た

よ
う

に

こ
こ

で
も

『
詩

経
』

の

「
小
雅

、
鶴

鳴

」

の

一
文

を
見

逃

す
わ

け

に
は
行

か

な

い
。

以
下

該
当

部
分

を
引

用

し

て
み

る
。

「
鶴
鳴

干

九
皐

聲

聞
干

野

魚

潜
在

淵

或

在

干
渚

楽
彼

之

園

袋
有
樹

檀

其

下

維
葎

官

山
之

石

可
以
爲

錯

」
高

田
眞

治
氏

の
解

釈

に

よ
る
と

「
鶴

が

山
中

の
奥

深
き

沼
沢

に

て
鳴

く
。

そ

の
声

が
野

ま

で

聞

こ
え
る
。

鶴

は
鳥
中

で
最

も
高

貴

な
者

で
あ

る
。

山
林

に
隠

居
す

る
賢

者

は
、

聞
達

を
求

め

な

い
が
、

そ

の
声

誉
が

自

ら
遠

く
ま

で
伝

わ

る

こ
と

に
喩

え

た

の

で
あ

る
。

魚

は
寒
気

を

さ
け

て
深

い
所

へ
く

ぐ
り

こ
む
。

或

い
は
渚

に
出

て
、

浅

い
所

に
来

て
遊

ぶ
。

隠
居

す

る
賢

者

の
出
所

に
喩

え

む
く

の
き

た

の

で
あ

る
。

彼

の
楽

し
む

園

に
は
檀

が
有

り
、

そ

の
下

に
は
落

葉

が
舗

い
て

い
る
。

他

山

の
石

は
玉

を
磨

く

に
よ

い
。

賢
者

を

用

い
る

の
は
、

自

匡

の
旧
臣
世

寡

の
老

に
限
ら

な

い
,

健
舞

付

族

の
者

て
あ

ゾ.
て
も

、
醤

才

は
挙

げ
用

い

て
、

己

の
国
を
治

め

る

に
役
立

た

し
め

ね
ば

な

ら

ぬ
。
」

と

あ

る
。

（
注

=
二
）

つ
ま
り
、

こ
の
句

に
も

「
天
子

の
求
賢

の
要
」

が
込

め
ら

れ

て

い
る
も

の
と
看

倣
し

た

い
。

そ

う
し

た

『
詩

経
』

の

「
伐

木
」

や

「
鶴

鳴
」

の
内

容

を
響

か

せ

て
い
る
か

ら

こ
そ
道
真

の
八
句

目

「
孚

得
時

來

入
禁

園
」

の

表

現
が

生
き

て
来

る

の
で
は

な

い
だ
ろ

う
か
。

こ
こ

で
こ
の
道
真

の
詩

の
通

釈
を

川

ロ
久

雄
氏

の
注

に
拠

り

つ
つ
試

み

く
す

る

と

「
花
は

霊
し
き

力

を
も

つ
も

の

で
は
な

く
、
鳥

も
ま

た

言
葉

を
出

し

て
も

の
言
う

こ
と

は
し

な

い
が

（
花

が
開

き
、

鳥

が
鳴

く

の
を
見

れ
ば

）

と
と

の

春

が
万
物
を
治

め

よ
う
と

し

て
寒
温

を
調

え

て
い
る

こ
と
が
よ
く

わ

か
る
。

幽
谷

の
奥

深

く

に
居

て
君

が
賢

人
を

天
下

に
求

め

て
人
材

を

登
用

し
よ

う

と

い
う
詔

勅

を
拝
し

て
い
た
く
感

慨

を
催

す
。

古
木

も
、

君

が
養
老

の
恩

旨
を

拝

し

て
驚

き
感

奮
す

る

で
あ
ろ

う
。

鶴

が
晴
天

に
乗

じ

て
高

く
千

万

里
を

雄
飛

す

る
姿

を

望

み
見
た

い
も

の
だ
。

梅

を
ば

九
重

の
宮

居

の
門

辺

に
早
春

第

一
の
す
ば

ら
し

く
か

ぐ
わ

し

い
花
を

咲

か
せ
た

い
と
思

う
。

梅

の
匂

い
を
包

み
か
く

し

て
あ
ら

わ
す

こ
と

な
く

、
鴎

は
翅

を
低

れ

た
ま

ま

飛
翔

し
な

い
、

こ

の
海

の
風
が
吹

き

す
さ

ぶ
海

辺

の
砂
地

に

い
る
私

は
、

い

っ
た

い
い

つ
に
な

っ
た

ら
宮
中

に
迎
え

入
れ

ら
れ

る
機
会

を

得

る

こ
と

が

出
来

る

の
だ

ろ
う

か
。

」

と

な
る
。

構

成

上

か
ら
注

目

し

て
お

き

た

い
の
は
、

詩
題

に
あ
る

「
賦

花
鳥

共
逢

春
」

の

「
花
」

と

「
鳥
」

の
語

意

を

三
、

四
句

目

の
箇

所
、

五
、

六
句

目

の
箇

所

で
韻

の
対

の

み
な
ら

ず
、

句
意

に
も

こ
の

二
語

を

う
ま

く

い
か

し

-83―



て
整

然

と

対

句

を
な

し

て

い
る
点

で
あ

る

。

つ
ま

り

三
句

目

の
句
意

が

「
鳥

」

の
こ
と

を
、

四
句

目

の
句
意

が

「
花
」

の
事

を
、

こ
こ

で

「
鳥
」

と

「
花
」

の
対
。

又

五
句

目

の
句
意

が

「
鳥

」

の
事

で
あ

り
、

六

句
目

の

そ
れ
が

「
花
」

の
事

と

い
う
よ

う
に

「
鳥
」

と

「
花
」

の
対

が

施

さ
れ

て

い
る

の

で
あ

る
。

こ
う
し

た
構
成

は
次

に
取

り

挙
げ

る
嶋

田
忠

臣

の
唱
和

詩

に
も

同
様

の
指

摘

が
出
来

る
。

次

に
嶋

田
忠
臣

の
詩

に
考

察

に
移

る
。

こ

の
詩

に

つ
い

て
は

小
島

憲
之

氏
監

修

の

『
田
氏
家

集

注
』

「
巻
之

下

」

に
新

間

一
美

氏

に
よ

る
詳

細

な

作

品
分
析

が

公

に
さ
れ

て
お
り
、
今

回
は

こ

の
学
恩

を
受

け

つ
つ
道

真

と

の
唱
和
詩

で
あ

る

こ
と

に
注

視

し

て
若

干

の
私
論

を

展
開

し

て
み

る
。

こ

の
詩

は
蔵

中

ス
ミ
氏

の

「
島

田
忠

臣
年

譜
覚

之
書

」

（
注

一
四
）

に
よ

る

と
、

忠

臣

六
十

二
歳

の
時

の
作
と

あ
る
。

更

に
新

間

一
美
氏

の
考

証

に
よ

る

と

「
二
年
前

に
美

濃

介

の
任
を
終

え

て
帰

京

し

つ
つ
も
新

た

な
官

を
得

ら

れ
ず
放

還

を
待

っ
身

だ

っ
た
」

（
注

一
五

）
と
あ

る
時
期

の
詠
作

で
あ

る
。ま

ず
音

韻

上

で
は

「
次
韻

」
と
注

さ

れ

て

い
る
よ

う

に
、

道

真

の
詩

の

脚
韻

「
言
」

「
温
」

「
恩
」

「
門
」

「
園
」

の
五
字

を
忠
実

に
自
己

の
詩

に
使

用

し

て

い
る
。

こ

こ
で

こ
の
詩

の
通
釈

を
新

間

一
美

氏

の
論
述

の
中

か

ら
引

用
す

る
と

「
い
ま
だ

み

か
ど

の
お

言
葉

に
お

答

え
し

て
美

し

い
花

を
咲

か
せ
る

こ
と

が

で
き

な

い

（
良

い
詩

で
お

答
え

で
き

な

い
）

と

い

っ

て
も
、

ど
う

し

て
閉

じ

込

め
ら
れ

た
か

ご

の
鳥

で
あ

り
ま

し

ょ
う

か
。

わ

れ

わ
れ

の
詩

心
は
春

の
あ

た
た

か
さ
を

持

っ
て

い
る
。
南

隅

に

ひ

っ
そ

り

と
住

む

あ
な

た
は

よ

う

や
く
花
咲

こ
う

と

し
、

北
山

で
傷

つ
い
た
雀

の
よ

う
な

私
は
何

と

か
み

か
ど

の
恩

に
報

い
よ

う
と

し

て

い
る
。

あ

な

た

の
魂

は
宮
中

に
馳

せ
参

じ

て
、
詩

の
花

と
開

き
、

私

の
心

は
鴎

の
よ

う

に
飛

ん

で
、

あ
な

た

の
い
る
瀬

戸

へ
到

る

で
し

ょ
う
。
惜

し
む

べ
き

は
、
花

と
開

く
素
晴

ら

し

い
あ

な

た

の
詩

と
鳳

鳳

の
よ

う
な

あ
な

た
と

が
、
春

が

来

た

と

し

て
も

禁
中

の
内

宴

に
場

を
与

え
ら

れ

な

い

こ
と

を

。

」

と

あ

る
。

（
注

一
六
）

こ
こ

で
道

真

の
詩

と

の
比
較
を

通

し

て
内

容

を
分
析

し

て
行

き

た

い
。

ま
ず

三
句

目

の

「
南
郭
槁

株

初
著

艶
」

は
道

真

の

四
句

目

「
古
木

方
驚

養

老
恩
」

を

承
け

て

い
る
も

の

で
、

特

に
道
真

の

「
古
木
」

を

「
槁

株
」

と

同
義
語

で
表
現

し

て
い
る
。

一
方

、

四
句

目

の

「
北
山
傷

雀

擬
酬

恩
」

は

道

真

の

三
句

目

「
幽
漢
轄

感

求
賢

詔
」

を
承

け

て

い
る
と
思

わ

れ
る
。

道

真

が

「
春

に
な
り
鳥

が
雌

雄

相
求

め

る
よ

う
に

天
子
が

世

に
賢
者

を

頻
り

に
捜

し
求

め
る
」

と

『
詩

経
』

の

「
伐

木
」

を
響

か
せ

な
が

ら
自

分

の
よ

う
な
避

地

に

い
る
人
間

を
早

く
京

に
戻

し

て
欲

し

い
と

い
う
意

を
込

め
た

表

現
内

容
を

忠
臣

は

「
北
山
傷

雀
」

に
放
還

さ
れ

な

い
傷

心

の
自

分

の
姿

を
託

し

『
続
斉

譜

記
』

に
見

え

る
雀

の
報
恩

潭
を
響

か
せ

「
春

の

日
の
よ

う

に
寛

大

で
、

ひ
ろ
く
行

き

わ
た

っ
て

い
る

こ
の
天
子

の
恩

に

一
刻

も
早

く
何

と
か
報

い
た

い
」

と
暗

に
仕
官

を

希
求

す

る
意

を

込

め
た
表

現

で
承

け

て

い
る
。
次

に
道
真

が

五
句

目

で

「
望
鶴

晴
飛

千
万

里
」

と
詠

ん
だ

の

を
受

け

て
忠

臣
は

六
句

目

で

「
我
意

鴎

飛
到
海

門
」

と
詠

む
。

こ
れ

は
道

真

が

『
詩
経
』

の

「
鶴
鳴

」

を
響

か

せ
な
が

ら

「
鶴

」

の
よ

う

な
大
き

な

は
ば

た
き

の
中

に
京

で

の
自

分

の
活

躍

の
場

を
願

う
心
情

を

込

め

て
い
る

内

容

を
忠

臣
は

「
鴎
」

と
な

っ
て

「
あ

な

た
の
住

む
讃
岐

に
飛

ん

で
行

き

.,



傷

心

の
あ
な

た
を
慰

め

た

い
」

と
道
真

を
思

い
や
る
句

作

り

で
応

え

て
い

る
。

道
真

の
六
句

目

「
思
梅
艶

獲

九
重
門

」

を
受

け

て
忠

臣

は
五
句

目

で

「
君
魂
花

叢
馳

宮
液

」

と
詠

ん

で

い
る
。

そ

し

て
道
真

の
七
句

目
、

八
句

目
の

「
裏

香
低

翅

風
渉

地
/
孚

得

時
來

入
禁

園
」

を
忠

臣

は
同

じ
く

七
、

八
句

目

で

「
可
惜
句

華
兼

練
鳳

/
逢

春

不
得

共
林

園
」

と
応

え
て

い
る
。

特

に
道
真

の
七

句

目

の
語

「
裏

香
」

（梅

の
匂

い
を

つ
つ
み
か

く
し

て
裏

に
あ

ら
わ
す

こ
と

の
な

い
こ
と

）
を
忠
臣

は

「
翰
華

」

（
美

し

い
花

）
と
。

又

「
低
翅
」

（
翅
を

低

れ
た
ま

ま

の
鳥

）
を
、

忠

臣
は

「
森

鳳
」

（
い
う

ど
り

の
美

し

い
鳳
恩

）

と
、
意

図
的

に
道

真
を

慰

め
励

ま
す

表
現

に
換

置

し

て

い
る
。

又
、

道

真

が

「
孚

得
時

來

入
禁

園

」

と
今

の

不
遇

の
我
が
身

を
嘆

い

て
い
る

心
情

を
承

け
、

忠
臣

は
七
、

八
句

目

で
道

真

の
今

の
境

遇

に
自
分

の
姿
を

ダ
ブ
ら

せ

つ
つ
同
情

の
念
を
表

明

し

て
い
る
と
思

わ
れ

る
。

四

さ
て
、
こ
こ
で
再
度
道
真

の
詩

の
七
句
目

「
裏
香
低
翅
風
渉
地
」

の
表

現
及
び
忠
臣

の
詩
六
句

目

「
我
意
鴎
飛
到
海
門
」

の
表
現
内
容

に
注
目
し

て
み
た

い
。
道
真

の
七
句
目
の

「
裏
香
」

は
前

の
六
句
目
の

「
思
梅
艶
襲

九
重
門
」
を
承
け
て
今
の
自
分
の
心
情
を
喩
え
た
表
現
で
あ
る
。

「
低
翅
」

は
五
句
目
の

「
望
鶴
晴
飛
千
万
里
」
を
承
け
て

「
風
渉

の
地
」
で

「
低
翅
」

す
る
鳥

に
今

の
自
分

の
姿
を
喩
え
て
い
る
表
現
で
あ
る
と
す
れ
ば

「
低
翅
」

と
は

「
鶴
」
の
事
で
あ
る
と
看
倣
す
こ
と
も
出
来
る
。

し
か
し
、
こ
の

「
低
翅
」
と
い
う
語
を
道
真

の
他

の
作
品
中
に
検
索
す

る
と

「
晩
春

遊

松

山

館
」

（
『
菅

家
文

草

』

巻

三
所

載

）

の

五
句

目

に

「
低
翅
渉

鴎
潮

落
暮

」

と
酷
似

し

た
表
現

が

あ
る

こ
と

に
気
付

く
。

こ
の

詩

は

一
章

で
も
触

れ
た
先

稿

（
注

一
）

に
詳
述

し

た
。

そ

こ
で
は
、

こ
の

道
真

の
五
句

目

の
表

現

に
次

に
白
居

易

と
元
積

の
唱
和
詩

の
投

影

が
あ

る

の
で
は

な

い
か
と
私

見

を
述

べ
た
。

重
複

す

る
が
再

度

こ

こ
に
両
者

の
詩

を
挙

げ

て
み

る
。

元
?
の
詩

白
居
易
の
詩

49
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莫
嵯
虚
老
海
嬬
西

天
下
風
光
数
曾
鞠

霞
泥
橋
前
百
里
鏡

 

石
帆
山
瞬

五
雲
渓

泳
錆

田
地
薩
錐
短

 

春

入
枝
條
柳
眼
低

安
得
故
人
生
羽
翼む

飛
來
相
伴
酔
如
泥

（
『
元
氏
長
慶
集
』
巻

二
十
二
）

〈
訓
〉

嵯
く
こ
と
莫

か
ら
ん
海
嬬
の
西
に

虚
老
す
る
を

天
下
の
風
光
曾
稽
を
数
ふ

霊
泥
橋
前

百
里
の
鏡

 
32
答
微
之
見
寄

時
在
郡
櫻
封
雪

2

◎

可
憐
風
景
漸
東
西

先
数
絵
杭
次
曾
榔

禺
廟
未
勝
天
竺
寺

 

銭
湖
不
羨
若
耶
漢

擢
塵
野
鶴
春
毛
暖

 

拍
水
沙
鴎
灘
翅
低

更
封
雪
櫻
君
愛

否
 

紅
欄
碧
楚
鮎
銀
泥

（
『
白
氏
文
集
』
巻

五
十
三
）

〈
訓
〉

可
憐

の
風
景

漸
東
西

先
づ
鯨
杭
を
数

へ
次

に
曾
稽

禺
廟

は
未
だ
天
竺
寺

に
勝
ら
ず

銭
湖
は
若
耶
漢
を
羨
ま
ず



石
帆
山
瞬

五
雲
の
漢

汰
・田
地
に
錆
じ

藍
錐
短
く

春
枝
條
に
入
り
て
柳
眼
低
る

安
く
ん
ぞ
故
人

の
羽
翼
を
生
じ

飛
來
し
て
相
伴

に
酔
ひ
て
泥
の
ご

と
く
な
ら
ん
を
得
ん
や

*
作
品
番
号
は
英
房
英
樹
著

『
白
氏

文
集

の
批
判
的
研
究
』
に
よ
る
。

本
文
は
中
文
出
版

『
元
氏
長
慶
集
』

に
従

い
、
訓
み
は
、
筆
者
試
読
の

も
の
を
、
小
島
憲
之
先
生

に
助
言

を
仰
ぎ
、
再
考
し
た
も
の
で
あ
る
。

塵
を
擢
す
る
野
鶴

春
毛
暖

に

水
を
拍

つ

沙
鴎

灘
翅
低
る

更
に
雪
縷

に
封
す

君
愛
す
る
や

否
や

紅
欄
碧
楚

銀
泥
を
鮎
ず

*
作
品
番
号
は
英
房
英
樹
著

『
白

氏
文
集

の
批
判
的
研
究
』

に
従

い
、
本
文
は
那
波
本

『
白
氏
文

集
』
に
従
う
。
訓
み
は
佐
久
節

訳
解

『
読
国
訳
漢
文
大
成

・
白

楽
天
詩
集
三
』

に
拠
る
。

白
詩

の
五
、
六
句
目

「
梶
塵
野
鶴
春
毛
暖
/
拍
水
沙
鴎
渥
翅
低
」
の
表

現

に
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
の
白
詩
の
表
現
が
道
真

の
句
作

の
中
で
生
か

さ
れ

て
い
る
事

は
今
回
取

り
挙
げ
た
道
真

の
詩
よ
り
以
前

に
詠
作
さ
た

「
晩
春
遊
松
山
館
」
で
既

に
明
ら
か
に
な

っ
た
。
と
す
れ
ば
今

回
の
道
真

の
詩

の
七
句
目
に
あ
る

「
低
翅
風
渉
地
」

の
表
現
中

の

「
低
翅
」
が
意
味

す
る
も
の
は

「
鶴
」
で
は
な
く

「
鴎
」
と
見
る
方
が
合
点
が
行
く
。

こ
こ
で
嶋
田
忠
臣
の
詩

の
六
句
目
に
視
点
を
移
し
て
み
る
。

「
我
意
鴎

飛
到
海
門
」

の
表
現
は
何
を
意
味
す
る
も
で
あ
ろ
う
か
。
讃
岐

の
風
物
と

し
て

「
鴎
」
を
象
徴
的
に
使

っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
よ
う
が
こ
の
詩

が
道
真
と
の
唱
和
詩
で
あ
る
と
考
え
た
場
合
、

又
異
な
る
取
ら
え
方
も
可

能

に
な

っ
て
く
る
。

つ
ま
り
、
道
真

の
五
句
目

「
望
鶴
晴
飛
千
万
里
」

の

表
現
に
込
め
ら
れ

て
い
る

「
鶴
」
に
託
し
た
心
情
と
七
句
目
の

「
裏
香
低

翅
風
渉
地
」

に
込
め
ら
れ
て
い
る
屈
折
し
た
讃
岐
で
の
今

の
道
真
の
心
情

を
思

い
量
り

「
我
意
鴎
飛
到
海
門
」
と
表
現
し
て
慰
め
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
忠
臣
が

「
鴎
飛
」
と
明
確

に

「
鴎
」

の
語

を
使

っ
て
い
る
の
は
道
真
の
七
句
目
に
あ
る

「
低
翅
風
渉
地
」
の

「
低
翅
」

が
白
詩
の
表
現
を
踏
ま
え
た

「
鴎
」
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
が
、
道
真
、

忠
臣
両
者
に
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
更
に
興
味
深

い
の
は
、
こ

の
白
詩
が
元
?
と
の
唱
和
詩
で
あ
る
こ
と
か
ら
前
述
し
た
元
積

の
詩
句
内

容
、
特

に
七
、
八
句

「
安
得
故
人
生
羽
翼
/
飛
來
相
伴
酔
如
泥
」

（
君

に

鳥

の
よ
う
に
羽
翼
が
生
え
、
僕

の
所

に
飛
ん
で
来
て
、
酒
を
飲
み
か
わ
し

で

い

な
が

ら
旧
交

を
あ

た

た
め
あ

い
泥

の

よ
う

に
酔

い

つ
ぶ

れ
る
時

を
持

つ
事

が
ど

う
し

た
ら

で
き

よ
う

か
。

）

の
表
現

内

容
を
忠

臣

が

「
我

意
鴎

飛

到

:.



海

門
」

（
私

の
心

は
鴎

の
よ

う

に
飛

ん
で
あ

な
た

の

い
る
瀬

戸

へ
と

到
る

で
し

ょ
う
）

の

「
我

意
」

に
響

か
せ

て
い
る

の

で
は
な

い
か
と
考

え

ら
れ

る
点

で
あ
る
。

も

し
そ

う

で
あ
れ

ば
讃
岐

の
地

で
欝

屈

し

た
日

々
を

送

っ

て

い
る
道

真

に
心
底

か

ら
同
情

し
、

そ

の
心
情

を
慰

問

し
た

い
忠

臣

の
気

持
ち
が
、

白
居
易

に
寄

せ
る

元
?

の
心
情

に
な

ぞ
ら
え

て
よ
り
明
確

に
な

っ

て
く

る

の
で
は
な

い
か

と
考

え

る
。

五

以
上
、

道
真

の

「
正

月
十

六

日
憶

宮
妓

賜
歌

」

と

こ

の
道

真
、

忠

臣

二

者

に
よ

る

「
賦

花
鳥

共
逢

春
」

を

め
ぐ

っ
て
の
唱
和

詩

は
、

白
居

易

・
元

積

の
両
者

の
詩

が
同

時
摂

取

さ
れ

て
い
る
例
証

と

し

て
前

稿

で
取

り
挙

げ

た
道

真

の
詩

「
晩
春

遊
松

山
館

」

に
引
き
続

い

て
好

例
を

呈

し

て

い
る
も

の

と
考

え
ら
れ

る
。

こ

の
こ
と

か
ら
、

白
居

易

の
詩

か
ら

の
投
影

関
係

が
論

じ

ら
れ

て
来

て

久

し
く
な

る
が

、
白

居
易

と

の
唱
和

詩

で
あ

る
元
?

の
作

品

も
同

様

に
平

安

朝

の
漢
詩

人
達

に
享
受

さ

れ

て
き
た

一
端

を

、
菅

原
道

真
、

嶋

田
忠

臣

の
詩

を
通

し

て
多
少

な

り
と

も
明

ら
か

に
す
る

こ
と

が
出

来

た
よ

う

に
思

う
o

注
一

拙
稿
「
菅
原
道
真
の

詩
に
投
影
さ
れ
て
い
る
白
居
易
・

元
?の詩について（そのこ―『菅家文草』巻三所載「晩春遊松山館」

の
解
釈
を

め

ぐ
っ

て

―」

（

「

九
州

大
谷

国
文
」

第
二

十
三

号
）

注
二

小
島
憲
之
監
修
『
田
氏
家
集
注

巻
之
下
』

=
二
頁

注
三

岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
草
・

菅
家
後
集
』注六九三頁

補

注
四

岩
波
日

本古

典
文
学
大
系
『
菅
家
文
草
・

菅
家
後
集』

頭
注三三三頁・補注六九三頁

注
五

岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文草

・

菅
家後

集』一三三三頁・補注二六九三頁

頭
注

注
六

岡
村
繁
著
『
新
釈
漢
文
大
系

白
氏
文
集
三
』「解題」を引用した。
一

一

九

頁

注
七

岡
村
繁
著
『
新
釈漢

文
大
系

白
氏
文
集
三
』

一

二

〇

頁

注
八

岡
村
繁
著
『
新
釈漢

文
大
系

白
氏
文
集
三
』一二二頁「余説」

一

二

〇―

注
九

『
元
?
研
究』

花
房
英
樹
・

前
川
幸雄

著
年
譜
二
四
頁
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注
一

〇

二岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
草
・

菅
家
後
集』

補
注六九四頁

注
一

一

高
田
眞
治
著
『漢

詩
大
系

詩
経
下
』

三
五
頁
・

三
七
頁

注
一

二

三岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
草
・

菅
家
後
集』

補
注六九四頁

注

=
二

高
田
眞
治
著
『漢

詩
大
系

詩
経
下
』
一

〇
四
頁

注
一

四

小
島
憲
之
監
修
『
田
氏
家
集
注

巻之

上
』

三
〇
一

頁

注
一

五

小
島
憲
之
監
修
『
田
氏
家
集
注

巻之

下
』
一

三

頁

注

=
ハ

小島

憲
之
監
修
『
田
氏
家
集
注

巻
之
下』

一

八
頁

（
一

九
九
六

年
十
月
二

十
六
日

執
筆
了）（大学院第七回修了・有明高専）
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